
６年生実践から見る 指導と評価 

 

１．単元名  「武士の政治が始まる」 ～日本を揺るがす最強の武士団誕生！～ 

 

２．学校教育目標と社会科（本単元）で目指す子どもの姿 

（省略） 

 

３．単元目標 

源平の戦い、鎌倉幕府の始まり、元との戦いについて、人物の働きや代表的な文化遺産に着目し、

文化財を見学したり、地図や年表などの資料で調べたりして、我が国の歴史上の主な事象を捉え、我

が国の歴史の展開を考え、表現することで、武士による政治が始まったことを理解できるようにする

とともに、主体的に学習問題を追究し、解決しようとする態度を養う。 

 

４．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①世の中の様子、人物の働きや

代表的な文化遺産などについ

て、文化財を見学したり、地

図や年表などの資料で調べた

りして、必要な情報を集め、

読み取り、源平の戦い、鎌倉

幕府の始まり、元との戦いの

様子を理解している。 

 

②調べたことを年表や文などに

まとめ、武士による政治が始

まったことを理解している。 

①世の中の様子、人物の働きや

代表的な文化遺産などに着目

して、問いを見いだし、源平

の戦い、鎌倉幕府の始まり、

元との戦いについて考え表現

している。 

 

 

 

②源平の戦い、鎌倉幕府の始ま

り、元との戦いを関連付けた

り、総合したりして、この頃の

世の中の様子を考え、適切に

表現している。 

①源平の戦い、鎌倉幕府の始ま

り、元との戦いについて、予

想や学習計画を立てたり、見

直したりして、主体的に学習

問題を追究し、解決しようと

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．目指す子どもの姿に迫るための授業改善の５つの視点 

（１）教材化 ～２つの「力」という視点をもてるようにするための教材化～ 
本単元では、武士という天皇や貴族とは立場の違う人物が力をつけてきたことを理解できるように

することがねらいです。まず、「貴族より武士の方が力をもっているのではないか」という問題意識
をもてるように、武士が討ち取った貴族の首を持って貴族たちの間を歩いている資料を提示しまし
た。また、単元を通して幕府と御家人の主従関係に気付くように、御恩と奉公の関係の図を単元の前
半から活用しました。単元後半では、日本に比べて兵力がはるかに高い元を退けることができた日本
の凄さが伝わるように、日本と元の領地の規模や兵士の数、戦い方の違いなどを戦いごとに表にして
比べられるように提示しました。武士が数々の戦を行ってきたことや武士が活躍できる政策を行って
きたことから、武芸を身に付けることによって得た力と大勢の武士をまとめ上げた政治の仕組みによ
って武士の世の中が始まったことを理解し表現できるように教材化を図りました。 

 
（２）学習過程 ～地域にある素材を生かした単元構想の工夫～ 
単元の導入では、平安時代の貴族と鎌倉時代の武士の人々や屋敷の様子の違いを比べ、平治物語絵

巻の武士が貴族の首を討ち取って闊歩している様子から、「武士と貴族の力の関係はどのように変化し
ていったのだろうか。」という単元を見通す学習問題を設定しました。ここから、子どもたちが出した
予想を分類しながら、調べる視点を明確にしました。本単元では「武力による強さ」「政治の仕組み」
の二つの視点を取り入れて学習計画を立てられるようにしました。 
単元の前半では、源平の戦いの資料を「武力的な力」「政治的の仕組み」の視点に着目して調べるこ

とを通して、源氏が御恩と奉公の礎となる取組を行い、味方を集めたことが、武士の力を高めるのに
大きく影響したことを理解できるようにしていきました。 
中盤では、征夷大将軍になり鎌倉幕府を開いた源頼朝の政策について着目し調べることを通して、

御恩と奉公という政策を行うことで、全国の御家人を従わせることができるようになったことを理解
できるようにしました。見学地に大仏切通しや建長寺見晴らし台を選び、鎌倉に幕府を開いた理由の
一つである地形や、源氏のゆかりの地であることを感じられるようにしました。 
単元終盤では、源氏が滅んだ後の鎌倉幕府の様子や元の襲来に着目して学習するようにしました。

源頼朝がつくった御恩と奉公などの政策によって源氏が滅んだり、外国から攻められたりしても対応
できるほど、武士が全国的に力をつけたことを理解できるようにしたいと考えました。 
 
（３）学習活動 ～既習をつなげる姿勢をつくる～ 
 学んだことがつながるように、日々の発言やノートに書かれた振り返りなどで、前の時代と比べた
り、関連付けて考えたりしていることを価値づけてきました。 
 また、学習の流れが定着し、問題解決に向かえるように、調べる活動で学習問題が解決できるよう
な情報を選んで集めるように繰り返し伝えたり、調べたこと・考えたこと・疑問などに分けながらノ
ートにまとめていくように指導したりしてきました。 
さらに本単元では、幕府の政策や将軍と御家人の主従関係を築くことによって力をつけていること

が理解できるような学習の足跡を掲示しました。学習問題に対して今までの学習から根拠となる考え
をもち、話し合いに臨めるようにしたいと考えました。授業の展開の中で「こんなに大きくて長い防
塁を完成することができたのはなぜだろうか」などと問い返し、ねらいに迫れるようにしました。 
 
（４）指導と評価 ～振り返りの視点を明らかにして、足並みをそろえる～ 
 児童が自分で学習のまとめや振り返りを書けるように、授業の最後に今日の問題をもう一度全体で
共有したり、キーワードを確認したりしました。初めのころはまとめで何を書けばよいのか分からな
かった児童も、繰り返し行うことで、自力で書くことができるようになりました。本単元では、子ど
もたちが自分の力で学習のキーワードを見出し、今日の学びを考えられるようにしました。 
  
（５）一人一人が生きる社会科学習 ～興味・関心が高まる資料提示～ 
 社会科においては一人ひとりが問題意識をもてるように、社会的事象に対して興味・関心が高まる
ような導入を行いました。例えば「国づくりへの歩み」では、縄文～古墳時代がどのように変化して
いったのかということについて問題意識がもてるように、縄文・弥生・古墳時代の暮らしの様子がわ
かる資料を提示して比べられるようにしました。本単元でも、元は日本よりも兵力が高いのに、二度
も退けることができた日本の凄さを感じられるように、当時の元の領土や兵力、戦法などを日本と比
べられるような資料提示をしました。これらを通して、子どもたちが感じる素朴な疑問やつぶやきを
引き出すことで、主体的な学びにつながるようにしました。 

 



６．問題解決的な学習の充実にせまる単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武力による強さ 政治の仕組み 
調べる視点 

武士の館 

 

【単元を見通す学習問題】 武士と貴族の力の関係はどのように変化していったのだろうか。（思―①態―①） 
 

 

 

 

貴族の館 

 
 

平治物語絵巻 

 
貴族が従えている身なのに、武士のことを恐れているのかな。 

「力をつける」→力とは？ 

貴族とは暮らしも違い

そうだね。 

貴族は広い屋敷に

住んでいたね。 武士は豪族や農民の一部が武装した人々のことで、自分の土地を守
ったり貴族に仕えたりしていたんだね。 
 

 

 

 

武士は豪族や農民の一部が武装したことによって始まった。平氏と源氏が力をつけたが特に源氏である源頼朝は征夷大将軍に
なり、鎌倉に幕府を開いた。ご恩と奉公の制度を取り入れ御家人との間に信頼関係を作ったり全国に守護・地頭を置いたりする
ことで、武士が中心となって武力面でも政治面でも力をつけることができた。源氏が滅んで二度も元が攻めてきても、幕府の仕
組みによって仕える御家人たちが全国から集まり追い返すことができた。 
今までは天皇や貴族など身分の高い人たちがまとめる世の中だったけど、武士が力をつけ、御恩と奉公などの制度が取り入れ

られたことで、努力すれば自分の力が上がる世の中へとなった。将軍というリーダーはいるけれど、身分の低い人たちが力をつ
けられる仕組みのおかげで、多くの人たちが助けられたのではないかな。 

【単元を振り返る学習問題】  ⑨武士と貴族の力の関係はどのように変化していったのだろう。（知―②） 

 

 ノート 
 

 

 

 
 

 

 

 

学習の掲示 
 

 

 

 
 

 

 

 

武力による強さ 政治の仕組み 

ご恩と奉公 

 

 

 

 

 

 

平治の乱 

 

 

石橋山の戦い

（ 

平氏は貴族や源氏に勝つほど力をつけているんだね。 

②平氏はどのように力をつけたのだろう。（知―①） 

平清盛の年表 

 

 

家系図 

 

 

日宋貿易 

 

 

石橋山の戦い（兵力） 
 

 
 

 

 

 

富士川の戦い（兵力） 
 

 
 

 

 

 

短い期間で兵力が何倍に

も上がっているね。 

どうして源氏はこんなに兵力を

あげることができたのだろう。 

源平の戦い 

 
 

 

 

 

源頼朝 

 
 

 

 

 

源義経 

 
 

 

 

 
源頼朝は主に東国の武士たちに一緒に戦ったら土地
を与えると約束し、多くの武士を味方につけた。義経
の働きもあり平氏を滅ぼし、鎌倉幕府を開いた。 
 

④⑤⑥源頼朝は、なぜ鎌倉に幕府を開いたのだろう。

また、そこでどのような政治を行ったのだろう。（知―①） 

鎌倉の地形（見学） 
 

 

 

 

切通し（見学） 
 

 

 

 

敵が攻めこむのに大変そうだよ。 

源氏家系図 

 

 
 

 

 

 

源氏が途絶えてしまった後、 

幕府はどうなってしまうの。 

源氏・北条家家系図 

 

 
 

 

 

 

御成敗式目 

 

 
 

 

 

 

幕府の仕組みが整っているから、御家

人が離れることはなかったんだね。 

執権の北条家が武士の法律を作

って、守ろうとしているね。 

元寇時の勢力図 
 

 

 

 

元と日本の兵力 
 

 

 

 

鎌倉幕府は、自分たちよりも強い元に対して、御恩と奉公の
強い結びつきによって全国の御家人を集め、防塁を作り元か
らの攻撃を防ぎ退けた。幕府は全国の御家人を集められるほ
ど力をもってきていた。 

出入り口にいる門番は

貴族ではなさそう。 

貴族が武士をよけているようだね。 

自分のために戦ってくれたら土地をあげるという約束をして人を集め

たんだ。武士たちはご褒美のためにきっと頑張って戦っただろうね。 

武士のための仕組みをつくったんだね。 

源頼朝は、敵に攻め込まれにくい鎌倉で幕府を開い
た。御家人と「ご恩と奉公」の関係を結んだり、守
護・地頭を置いたりして武士中心の政治を行った。 

多くの御家人が集まったのも幕府と御家人の関係づくりが関係しているね。 

⑧なぜ鎌倉幕府は、自分たちよりも強い元を二度も退けること

ができたのだろう。（思―②） 

防塁 
 

 

 

 

築かれた防塁の範囲 
 

 

 

 

蒙古襲来絵詞 
 

 

 

 

将軍が死んだ後、北条家が執権をとり政治の力をも

つようになった。後鳥羽上皇が権力を取り戻すために、

兵をあげたが、政子の言葉を聞いた御家人たちが団結

し、幕府が勝利した。 

③源氏はどのように力をつけたのだろう。 

（知―①） 

武器の手入れをしたり戦い

の練習をしたりしているね。 

幕府の仕組みが整っているから、御家

人が離れることはなかったんだね。 

承久の乱 

 

 
 

 

 

 

北条時宗 
 

 

 

 

幕府と御家人との 

強い結びつき 

承久の乱前

の勢力図 

平清盛は貴族との戦いに勝ち力をつけていった。武
士として初めて太政大臣になり、娘を天皇のきさき
にして、政治でも大きな力をもった。だが、貴族と
同じ政治のやり方で武士の反対も大きかった。 
 

⑦将軍が死んだ後、鎌倉幕府はどうなったのだ

ろう。（知―①） 

守護・地頭 

 

 

 

 

 

 



７．資質・能力の育成に向けた学習評価計画（９時間） ※   は評価したことを記録に残す場面 

○本時のねらい ○主な学習活動 ◇主な資料 評価方法【評価規準】 

①武士がどのように

力をつけてきたの

かということにつ

いて疑問をもち、

学習問題をつくる

ことができるよう

にする。 

学習問題の解決に

向けて予想や学習

計画を立てること

ができるようにす

る。 

○平安時代の貴族

の館と武士の館

の資料について

話し合い、学習

問題をつくる。 

 

○予想を出し合い

学習計画を立て

る。 

◇貴族の館の様子 

◇武士の館の様子 

◇平治物語絵巻 

 

 発言やノートの記述か

ら、「世の中の様子、人

物の働きや代表的な文化

遺産などに着目して問い

を見出しているか」を評

価する。 

【思―①】 

単元を見通す学習問題

に対して、「予想や学習

計画を立て、解決の見通

しをもっているか」を評

価する。         

【態―①】 

②武士の中で力をも

った平氏を始め、

平清盛が行った政

治を調べることを

通して、貴族に代

わり平氏が力をつ

けてきたことを理

解することができ

るようにする。 

○平清盛が行った

政治について調

べる。 

◇平治の乱 

◇石橋山の戦い 

◇平清盛（年表） 

◇平清盛家系図 

◇日宋貿易 

 発言やノートの記述か

ら、「必要な情報を集

め、読み取り、貴族に代

わり平氏が力をつけてき

たことを理解している

か」を評価する。                           

     【知―①】 

③源平の戦いの様子

を調べることを通

して、平氏に代わ

り源頼朝率いる源

氏が力をつけ、平

氏を滅亡させたこ

とを理解できるよ

うにする。 

○源平の戦いの様

子を調べる。 

 

 

◇石橋山の戦い 

◇富士川の戦い 

◇源平の戦い 

◇源頼朝 

◇源義経 

◇御恩と奉公（動画） 

発言やノートの記述か

ら、「必要な情報を集

め、読み取り、平氏に代

わり源氏が力をつけ平氏

を滅亡させたことを理解

しているか」を評価す

る。     

【知―①】 

④⑤⑥鎌倉幕府の成

立の経緯や幕府

と御家人の関係

について調べる

ことを通して、

幕府の政治の仕

組みを理解でき

るようにする。 

○鎌倉幕府の成立

の経緯や御恩と

奉公などの鎌倉

幕府の政治の仕

組みについて調

べる。 

 

 

◇鎌倉の様子（見学） 

◇切通しの様子（見学） 

◇源頼朝 

◇御恩と奉公 

◇守護・地頭 

 

ノートやスライドの

記述から、「必要な情報

を集め、読み取り、御

恩と奉公などの幕府の

政治の仕組みを理解し

ているか」を評価す

る。 

【知―①】 



⑦源氏が滅んだ後の

幕府の様子を調べ

ることを通して、

北条氏が執権とな

り鎌倉幕府を引き

継いでいくことを

理解できるように

する。 

○源氏が滅んだ

後、鎌倉幕府は

どうなったのか

を調べる。 

 

 

◇承久の乱の前の勢力図 

◇源氏家系図 

◇承久の乱 

◇源氏・北条家家系図 

◇御成敗式目 

◇承久の乱の後の勢力図 

 

発言やノートの記述

から、「資料から必要な

情報を集め、読み取

り、源氏が滅んだ後、

北条氏が執権を握った

ことや政治の仕組みが

整っていたから鎌倉幕

府は受け継がれたこと

について理解している

か」を評価する。 

【知―①】 

⑧鎌倉幕府が元を二

度も退けることが

できた理由につい

て話し合う活動を

通して、幕府と御

家人の関係や元へ

の対策を関連付け

たり総合したりし

て考え、幕府の力

が全国に広がって

いったことを表現

できるようにす

る。 

◯元の二度も退け

ることができた

理由について、

既習や資料から

考えて話し合

う。 

◇蒙古襲来絵詞 

◇幕府の勢力図 

◇てつはう 

◇北条時宗 

◇日本と元の兵力 

◇防塁 

◇築かれた防塁の範囲 

 

発言や話し合いの様

子、ノートの記述をも

とに「鎌倉幕府が元を

退けられた理由につい

て様々な要因と関連付

けて考えているか」を

評価する。 

    【思―②】 

⑨単元を振り返り、

学習問題について

話し合うことを通

して、武士による

政治が始まったこ

とを理解できるよ

うにする。 

○関係図に整理

し、学習問題に

ついて話し合

い、考えをまと

める。 

◇これまで活用してきた

資料 

◇ノート 

 

関係図から、「学習し

たことを基に、源平の

戦い、鎌倉幕府の始ま

り、元との戦いについ

て関連づけたり、総合

したりして、武士によ

る政治が始まったこと

を理解しているか」を

評価する。     

【知―②】 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料．「社会のしくみ」と「社会とのかかわり」をつなぐ理解の構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

我が国の歴史についての理解を踏まえて、国家及び社会の発展に貢献した先人に

よってつくり出された歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 元との戦いについて

調べ、この頃の世の中

の様子を考えること

で、北条時宗が九州の

御家人を中心に全国の

武士を動員し、元の攻

撃を退け、幕府が全国

的に力をもってきたこ

とが分かる。 

 鎌倉幕府の政治の仕組

みを調べ、人物の業績に

ついて考えることで、朝

廷から認められ全国に守

護や地頭を置いた源頼朝

が鎌倉に幕府を開き、武

士による政治の仕組みを

つくり上げたことが分か

る。 

武士が台頭してきたこ

とや源平の戦いの様子を

調べ、この頃の世の中の様

子を考えることで、力を付

けてきた源氏と平氏が戦

い、源義経の働きもあって

源氏が勝利し、大きな力を

もつようになったことが

分かる。 

ま
と
め
て
分
か
る
こ
と 

着
目
す
る
こ
と 

知
識 

社
会
と
の
関
わ
り 

・武士の生活 

・平清盛 

・源平の戦いの様子 

・源義経 

・鎌倉幕府 

・守護や地頭 

・源頼朝 

・武士による政治の仕

組み 

・承久の乱 

・元との戦いの様子 

・北条時宗 

武士はどのように力をつけていったのだろうか。 

 

力をつけてきた源氏と平氏が戦い、勝利した源氏の源頼朝は鎌倉に幕府を開き、武士

による政治の仕組みを作り上げ、武士による政治が始まった。元が攻めてきた時には、全

国の武士を動員して元の攻撃を退け、幕府が全国的に力をもった。 



 

 

6 年部会 研究の重点の設定に向けて 

今年度の社会科研究会では教材化をテーマに進めました。教材化のポイントとして、より多くの人

が実践しやすい教材化を考えるとともに、「子どもたちをいかに身近に引き寄せられるか」という視点

を大切にしながら進めていくこととし、以下のような研究の重点を設置しました。 

 

 

 

【６年部会での本単元における視点】 

重点① 地域にある素材を生かした教材化と単元構想の工夫(見学を生かして) 

本単元は、源平の戦い、鎌倉幕府の始まり、元との戦いを手掛かりに、武士による政治が始まったこ

とを理解できるようにすることが目標です。主に３つの社会的事象を手掛かりに学習を進めていきます。 

 

 

 

 

 

子どもたちに教材を身近に引き寄せるための１つとして、実際に体験したり現地に赴たりすることは

効果的だと考えています。そこで、鎌倉見学では、何を見て、どのように授業に生かしていけばよいか

を考えました。鶴岡八幡宮や建長寺の高台から鎌倉全体の地形を見たり、切り通しを歩いたりすること

で、守りに適した場所であったことや自分たちの住んでいる神奈川県が政治の中心地であったことなど

を感じ、学習問題の解決のための１つのピースとなるように単元を構想しました。具体的には４時間目

の「源頼朝は、なぜ鎌倉に幕府を開いたのだろう。また、そこでどのような政治を行ったのだろう。」と

いう学習問題に対する予想の解決のために見学の視点を立て、５時間目で見学し、６時間目でまとめて

いくという流れを設定し、実践しました。 

重点② 体験や既習の知識を生かした学習展開における教材化 

８時間目では、北条時宗を中心に御家人がまとまり元の襲来を退けた事実をもとに、幕府の力が全国

まで及んできたことを分かるようにすることをねらいとしました。子どもが鎌倉の見学や既習の知識を

もとに、予想を話し合い、視点をもって教科書や資料集で調べ、話し合いました。その中で提示する資

料として、防塁の高さが実感できるよう、幅１ｍではあるが、「実物大の防塁」を教室の壁に再現しまし

た。そして、「築かれた防塁の範囲」がわかる資料を提示し、ねらいが達成できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉見学 

ともに生きる未来を創造し、よりよい社会の在り方を問い続ける社会科学習 

どうやって退けた(追
い返した)んだろう？ 

源頼朝 

体験 

●鎌倉の地形(立地条件、戦い方) 

●政治の中心地(関東の武士) 

6 年部会 研究の重点  

子どもとのつながりを意識し、学ぶ意欲を高め、学習のねらいを達成するための教材化 

 

日本にはない武器や戦

い方。圧倒的な戦力差 

平清盛 
源頼朝 

源義経 

北条時宗 

源平の戦い 鎌倉の始まり 元との戦い 武士による政

治が始まった 

既習 

●鎌倉幕府の仕組み(御恩と奉公) 

●承久の乱

) 

元の襲来 

 ・実物大の防塁 

・防塁の範囲 

北条時宗が九州の御家人を中

心に全国の武士を動員し、元

の攻撃を退け、幕府が全国的

に力をもってきたんだ。 


